
  
  

 
  

 
 
 

知ってますか？ 
今年は 

中学校教科書採択の年ってことを 
                      

日時：6月 13日 13時 30分~16時 
会場：中目黒住区ｾﾝﾀｰ 第１会議室 資料代３００円 

目黒区中目黒２-１０-１３ 中目黒ｽｸｴｱ内  03-3719-0694  

東急東横線・東京ﾒﾄﾛ日比谷線 中目黒駅徒歩 10分(山手道りを目黒駅方向に向かって左側） 

お 話 石山久男さん子どもと教科書全国ネット２１常任運営委員、憲法会議代表幹

事 
 

＜プロフィール＞  高校社会科教諭に就任。専門は日本近現代史。 歴史教育者協議会事務局長

を歴任。2004-2008 歴史教育者協議会委員長。 2006 年度検定で，執筆した高校日本史教科書か

ら，沖縄戦「集団自決」における軍の強制の記述を削除させられ，検定意見撤回のとりくみに立

ち上がる。 

主な著書 『近現代史と教科書問題』  『教科書検定 沖縄戦「集団自決 問題から考える』他

 

共催 ： ＣＡＮめぐろ、とりつおせっ会、９条でつなごう･めぐろネット、めぐろ平和委員会、新婦人、めぐろ９条

ネットワーク、目黒教育ﾈｯﾄﾜｰｸ                           問い合わせ(Fax 共) 3713-3172（中村）､ 

3719 9516（中島） 

小学校も中学校も年ごとに子どもたちが使う教科書が決められます。目黒区でも教育委員会がどの

教科書を使うかを採択しますが、今年は中学校の教科書が採択される年です。 
 私たちは、子どもたちが歴史を学ぶのに際し、世界的な視野に立って事実をゆがめる 
ことなくきちんと学ぶことができる教科書を望んでいます。 

しかし、教科書は文部科学省の検定意見に応じた内容に修正しなければ合格になら 
ないため、どうしても、時の政権の考えに基づいた記述や内容になっていきがちです。 

今年の検定では、どのようなことが行われたのでしょうか？ 
 採択・検定の実態や問題点、教科書の変ってきた内容などについて教科書問題に 
詳しい石山久男さんからお話しを伺いたいと思います。どうぞ、ご参加ください。 

教科書採択

は４年ごと

にあります。 

 学習会のお知らせ  


